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1. 長期ビジョン
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社会課題の解決に貢献できる企業グループを目指して
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2. TCFD開示の概要① ガバナンス体制
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2. TCFD開示の概要② 戦略（シナリオ分析）

シナリオ分析の実施体制と対象範囲

１）実施体制

２）対象範囲

情報収集と

ガイドライン作成

PJチームによる

準備計画策定

シナリオ分析の実施

（事業部門との協業）

戦略会議での承認

取締役会への報告

事業範囲 全事業（チェーン、モーションコントロール、モビリティ、マテハン）

対象地域 グローバル全エリア

対象子会社 連結子会社
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2. TCFD開示の概要③ 戦略（重要度評価）

項目 事業インパクト：全事業部門総合

分類 リスク/機会項目 リスクの内容 影響度 期間 機会の内容 影響度 期間

移
行
リ
ス
ク

政
策
・法
規
制

炭素価格の上昇 ・炭素税上昇によるエネルギー、材料、消耗品、運送費費用の上昇

大

中 ・顧客の設備の効率化、省エネ、省力化のための投資促進に伴う市場拡大 大 中

炭素排出量目標

省エネ政策

再エネ補助金

・排出権または再エネ購入による支出拡大

・炭素排出量の管理費用増大

・国内外カーボンニュートラル関連法令の厳格化への対応遅れ

短・中

・CO2削減のための省エネによるエネルギー費用低減

・業務・作業・運送の効率化による生産性向上による支出低減
大 短

・法令に基づく目標以上のCO2削減による社会からの好評価

・国内外再エネ補助金制度の有効活用による投資額の抑制
中 中

市
場
動
向

エネルギーミックス
変化

脱炭素社会移行

・化石燃料から再エネへの転換加速による既存特定市場の喪失

大

中 ・再エネ事業促進顧客(水力、バイオマス、風力など)の投資促進による市場
拡大

大 中

・自動車のゼロエミッション化や保有台数減少による内燃機関（ICE）用
部品の売上減少

・再エネや蓄電池など導入など脱炭素投資遅延によるブランド力低下

短・中

・自動車の電動化、電動自転車市場拡大に伴う電動化対応商品の需要拡大

・新エネルギー対応ICE向け商品の市場拡大

・油空圧から電動化への移行による電動シリンダ需要拡大

大 中・長

技
術
開
発

省エネ
/脱炭素技術

・省エネ/脱炭素商品の開発遅延による機会損失 大 中

・高効率、低ライフサイクルコスト(LCC)商品などの低・脱炭素技術需要の
拡大

・リサイクルプラ、環境配慮プラスチック移行への要求増大

大 中・長

評
価
評
判

ステイクホルダー
からの評判変化

・気候変動対応の遅延や情報開示不足によるステイクホルダーからの
信用低下

大 中・長

・顧客ごとのライフサイクル視点でのCO2排出削減目標達成よる競争優位
獲得

・産官学協業による新技術の獲得と商品化

中 短・中

物
理
的
リ
ス
ク

慢
性
被
害

気温上昇 ・気温上昇による労働環境悪化、空調によるエネルギーコスト増加 大 短・中 ・工場の無人化やリモートオペレーションによる労働環境改善とそのPR活動
による労働力確保

・海面上昇対策市場(防潮堤、防水扉など)の投資拡大

中 短・中

海面上昇 ・海面上昇に伴う事業拡大時の地理的制約と輸送コスト増大 小 中・長

急
性
被
害

異常気象
(風水害)

・風水害による生産工場や設備のダメージによる生産停止および供給停止

・風水害によるサプライチェーン、運送手段分断による客先納期遅延
大 短

・自然災害適応方策(BCP)強化による生産工場とサプライチェーンのレジ
リエンス向上

・洪水対策など防災設備投資増加に伴う需要増加

・自然災害の影響を受けない農業形態(自動化・植物工場)の需要拡大

中 中・長



5

2. TCFD開示の概要④ 戦略（リスクと機会への対応_リスク）
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2. TCFD開示の概要⑤ 戦略（リスクと機会への対応_機会）
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2. TCFD開示の概要⑥ 指標および目標



終
ご清聴いただきありがとうございました
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